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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

放射性物質移行リスク評価のため、県内３地点の水田にカリ上乗せ区と無カリ区を設け、10

年間にわたり玄米 137Cs 濃度と土壌の交換性カリ含量及び交換性 137Cs 濃度を調査した。その結

果、カリ無施用継続下における玄米の 137Cs 濃度のほ場間差には土壌の交換性カリ含量だけでな

く土壌の交換性 137Cs 濃度の違いが関与していることが示唆された。 

（１） A ほ場(赤黄色土）ではカリ無施用の継続により土壌の交換性カリ含量が低く、玄米の
137Cs 濃度も高く変動が大きかった。一方、B ほ場(黒ボク土）及び C ほ場(褐色低地土）で

は交換性カリ含量に差があるものの、玄米の 137Cs 濃度はいずれも低く安定して推移した

（図 1）。 

（２） 玄米の 137Cs 濃度を目的変数として重回帰分析を行った結果、土壌の交換性カリ含量と交

換性 137Cs 濃度の両方が有意に寄与していることが示された（表１）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 土壌の交換性カリ含量と交換性 137Cs を併せて評価することで、玄米への 137Cs 移行リスク

を区分し、リスクマップ作成やモニタリング計画に活用できる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） A ほ場・B ほ場では 2016～2025 年の 10 年間、C ほ場では 2021～2025 年の 5 年間にわた

り継続調査した。なお、土壌の種類による違いを示すものではない。 

（２） 土壌の交換性 137Cs 濃度の測定には手間と費用を要するため、日常の土壌診断では交換性カ

リ含量を基本指標とし、リスクが高いと想定される代表ほ場で交換性 137Cs 濃度を補完的に

測定することが望ましい。 



 

Ⅱ 具体的データ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ その他 

１ 執筆者 

矢吹隆文 

２ 実施期間 

令和３～７年度 
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図 1 各試験ほ場における収穫時の土壌の交換性カリ含量と玄米の 137Cs 濃度の推移 

注 1）サンプル数は 2016～2020 年では、カリ上乗せ区 n=1、無カリ区 n=3、2021～2025 年ではカリ上乗せ区 

n=5、無カリ区 n=3 である。 

注 2）バーは標準偏差を示す。 

注３）土壌の種類は日本土壌インベントリーによる。 

 

表 1 土壌の交換性カリ含量と交換性 137Cs 濃度を 

説明変数とした玄米137Cs濃度の重回帰分析結果 

 

Ex-K, Ex-137Cs 0.781 −0.457** 0.829**

注3) モデルに使用したサンプル数はn=153である。

注4) **は1%水準で有意であることを示す。

注1) Ex-K、Ex-137Csは、それぞれ土壌の交換性カリ含量、

        土壌の交換性
137

Cs濃度を示す。

標準化偏回帰係数

注2) 目的変数及び説明変数は、いずれも対数変換(log10)後の値を用いて

        重回帰分析を行った。

説明変数
自由度

調整済みR2 Ex-K Ex-137Cs


